第４回学校適正配置羽黒地域検討委員会　会議概要
○　日　　時　　平成２６年６月２３日（月）　午後７時～８時４０分
○　会　　場　　羽黒コミュニティセンター
○　次　　第　　１．開　会

　　　　　　　　２．挨　拶
　　　　　　　　３．協　議
　　　　　　　　　（１）各小学校区の状況についての報告
　　　　　　　　　（２）地域検討委員会としてのまとめについて
　　　　　　　　　（３）学校再編計画（案）について
　　　　　　　　　（４）今後の進め方について
４．その他

５．閉　会

○　公開・非公開の別　　公開
○　傍聴者の人数　　２人

○　審議事項
（１）各小学校区の状況についての報告、（２）地域検討委員会としてのまとめについて

　　　　（事務局からの報告）

　　　　　・第３回地域検討委員会での羽黒第四小学校区懇談会からの報告を受けて、羽黒第三小学校区への説明を行った結果等について報告

　　　　（羽黒第一小学校区懇談会からの報告）

　　　　　・第３回地域検討委員会で報告したとおりである。その後懇談会は開催していない。状況としてはアンケート結果のままと思われるので、１０月までどのように結果を出したらよいか悩んでいる。
　　　　（質疑・意見）

・三小ＰＴＡからの報告は、ＰＴＡが自主的に協議、検討して教育委員会に提出したことなのか。（報告を）同窓会、区長会にもお願いすることを考えているのか。

・三小と四小の間で、ＰＴＡ同士、学校同士で合同的な話し合いはしたのか。

・学校名はどうなるのか。

・対等統合について、２８年度から統合する場合は三小、四小のような形になる。その後に統合すれば吸収合併と難しい選択になると思うが、その辺についてもう少し説明をいただきたい。

・三小学区の説明会が２回あり、多くの参加者を期待していたが２９名と少なかったが、ＰＴＡも同窓会も賛成のようである。広瀬地区区長会の集まりが近日あるので、本日の委員会で区長会としても統合に賛成した旨を報告させていただく。

　　　　（事務局の回答）
・組織的な決議を第三小学校区の皆様に求めていない。これまでの検討過程や全戸対象の地域説明会で、特に反対意見がないようだったので、地域の総意として異論はないと判断させていただいた。
・学校同士の協議はまだしていない。具体的な詳細課題については、統合事案が承認されたら、直ぐに統合準備委員会を設置して、２校間で協議いただくことになっている。

・対等統合という観点から校名、校歌、校章についても見直しの対象になる。新しい学区の視点から統合準備委員会で協議していただきたい。羽黒はナンバースクールという状態なので、三小、四小が統合した新しい学校の校名は、一小の１０月の結論をまっても良いのではないか。

・今回の基本計画の年次は２３年度から２７年度で、２８年３月末をもって終了し、遅くても２８年４月に開校する形で計画を進めている。今回の計画は地域の合意を前提にしながら進めてきた。全ての学校が予定通り統合するのは難しいと考えているが、複式学級が解消されない限りは、今後も検討対象になっていく。次の計画は２８年４月からスタートしたい。次期計画策定に着手すべき時期になっており、今年度から次期計画策定に向けて検討体制、進め方については内部で協議していく予定である。なお、統合の形態は白紙の状態である。ただし、計画の基礎となる状況あるいは計画の趣旨は、今次計画を進める中で地域の皆様にはご理解いただけたと思うので、今回のような説明会、懇談会、地域検討委員会というプロセスが必要かを検討していきたい。手法の見直しは現時点では方策はもっていないが、地域の理解と合意を尊重することには変わりはない。

　　　（結論）

・羽黒第三小学校と羽黒第四小学校の２校は、平成２８年４月に統合する。

　　　　・羽黒第一小学校については、学校統合・統合の時期・統合新校の位置（＝学校再編計画）をとりまとめるに至らない。今次計画において、教育委員会として最終判断するために検討期間を１０月まで延長する。ただし、期間内において状況が変わらない場合は、地域検討委員会は開催しない。
　（３）学校再編計画（案）について

　　　（事務局提案）

　　　　　次の学校再編計画案の承認をもって、統合の最終合意とする。

１．学校統合について

羽黒第三小学校、羽黒第四小学校の２校は統合する。

２．統合の時期

平成２８年４月１日に統合し、新校として開校する。

３．統合新校の位置

統合新校は、羽黒第三小学校の位置とする。

４．統合準備委員会の設置について

懸案事項など調整すべき課題については、当該校の関係者からなる統合準備委員会を組織し、同委員会において協議する。

５．配慮事項

鶴岡市並びに教育委員会は、児童及び保護者、地域住民の不安や要望等に極力配慮していくこととする。
　　　（質疑・意見）

・以前から、羽黒地域の小学校を１校にしてはどうかとの意見があり、一小学区では全体で討論しようと強く望んでいる。将来的に１校というのは２０年先になるかもしれないが、あえて２校に分けるというよりは、前もって教育１００年の計画ごとく進めていかなくてはならないのではと思う。複式学級解消の目的に疑問を感じる。また、
一本化とは学校校舎を一本化ではなく、以前の羽黒中学校が中央、西、東にわかれていたように２校の小学校をつくり、羽黒西小学校、東小学校と今の校舎を使いながら、将来的に一本化にしてはどうかと何度もお話してきた。父兄も納得しながら統合しようと大きく動いているが、地域的な進め方だと取りまとめが難しくなっている。羽黒全体として考えて進めた方が良いのではないかと強く感じている。

・統合準備委員会は、三小、四小の関係者から選ぶ形になっているが、どのように人選するのか。

　　　（事務局の回答）
・これまでの地域検討委員会、懇談会の協議で出された羽黒地域の小学校を一校にできないのかとの意見については、将来的な課題と考えている。理由としては、現時点で施設的に一校に収まるだけのキャパシティのある学校がない。そこで仮に１校に集約する場合、今ある校舎を改築する時と想定している。第二小学校は昭和５９年、第三小学校６３年に建設しており、学校の耐用年数を５０年とした場合、両校が改築するのは２０年か３０年後となる。もう一つは、４校に複式学級が生じた時である。今次計画では、複式学級の解消が喫緊の課題なので、現在の状況を２０年、３０年も固定する選択肢は考えにくい。また、複式学級が生じていない小学校同志が統合するとなると、地域の方々からご理解いただくにはかなりの時間を要すると思われる。また、羽黒第一小学校懇談会の意見に、地域から学校がなくなると地域の衰退が心配であり、地域の活性化に逆行するから統合は反対という意見がある。このような意見もある中で、さらに学校を減らす計画は説得力を持たないと考えられる。教育委員会としては、羽黒地区一本化は将来的な課題としては考えているが、複式学級の解消、小規模化を解消するために、それぞれの学校ごとの統合を先行して進めるべきと考えている。

・統合準備委員会は３つの部会に分かれて様々な課題について検討をしていただくが、その委員構成として、総務部会はＰＴＡ、区長会、学校からの代表を各１名、さらに学校部会、ＰＴＡ部会から代表も含めて５名くらいだが、地域の判断で人数を変更できる。学校部会は原則として各校の校長、教頭、教務３名。ＰＴＡ関係部会はＰＴＡの代表が２名、区長会から１名、同窓会から１名の４名程度と考えている。トータルすると１つの学校区から１２名程度と想定している。委員は、各組織より推薦をしていただき、その方々から委員に就任していただく。

　　　（結論）

　　　　・羽黒第三小学校・羽黒第四小学校学校再編計画（案）を承認する。

（４）今後の進め方について

　　　（事務局説明）

　　　　・羽黒第一小学校に関する地域検討委員会での検討期間の延長等について説明。

・羽黒第三小学校・羽黒第四小学校統合準備委員会について説明

　　　（質疑・意見）

　　　　・昨年、県のＰＴＡ会議に出席した際、西川町の学校統合の経験談として、統合は子どもたちが仲良くなることが前提であり、そのためには親同士も仲良くしなければならないというお話を聞いたので、報告したい。

　　　（結論）

・統合準備委員会を設立して、具体的な課題や調整の協議を進めていくこととする。
　　　　・羽黒第一小学校については、検討期間を１０月まで延長する。ただし、期間内において状況が変わらない場合は、地域検討委員会を開催しない。
※その他としての審議事項なし

